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新型コロナに便乗した首切りを 

許さない！ 

 
中国武漢から始まった新型コロナウイルス

感染症は当初の軽い予想をはるかに超え、中

国武漢の封鎖にまで拡大し、その後全世界に

広まり、世界保健機構は、パンデミックを宣

言しました。ワクチンもなく、治療薬もない

なかで世界中に広まり、今や累計感染者は960

万人、死者49万人（6月28日現在ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）

を超えています。 

日本でも膨れ上がった外国からの観光客等

からの感染者が拡大し、４月７日には７都

府県への緊急事態宣言、更に感染が拡大し全

国の緊急事態宣言発令となり５月６日の「解

除」が延長され、５月25日ようやく緊急事態

解除となりました。 

 

格差の拡大 

緊急事態宣言下の約２カ月間、生活必需品

のためのスーパー等の営業以外は、営業自粛

により飲食業、観光業、娯楽業、航空業等あ

らゆる業界で、対人接触8割減政策でお客の

減少が拡大し経営不振に追い込まれました。 

その中で経営不振を理由に解雇され始めた

のが、派遣労働等に従事していた非正規労働

者です。安倍自公政権は、生活に困窮する労

働者の増大に、遅ればせながら救済策とし

て、雇用調整助成金を支給することにしまし

た。しかし、その申請は、雇用者が行うこと

でした。 

 

雇用調整金を受けるには10種ほどの書類を

用意しなければならない。非正規労働者の雇

用者の中には、面倒な申請より、手っ取り早

く契約打ち切りの解雇に走っていると現場の

労働者からの声が上がっています。雇用者で

はなく、労働者が申請できる雇用調整金であ

ってほしいという願いも上がっています。 

 

新型コロナによる不況を理由に解雇が許さ

れてはなりません。派遣労働、非正規労働と

いう雇い方で、膨大な利益を上げてきた雇用

者は、新型コロナ不況を理由にまともな対策

もせず、安易に解雇によって働いてきた労働

者の「首切り」によって、状況を免れようと

していることは許されません。 

また、正規労働者の中でも、不況を理由に

「自主退職」を迫られています。会社の解雇

なのに、あたかも本人の希望であるかのよう

に装う。労働者の生活を考えずに解雇した会

社は、以後「解雇」する会社として記録され

るから、「自主退職」を装う。許されないこ

とです。 

 

新型コロナに便乗した労働者の解雇を許さ

ない監視が必要です。日本では労働組合に入

っている労働者は推定で16.7％しかありませ

ん。多くの労働者は、雇用者の一方的な不法

な解雇にも、泣き寝入りしかありません。 

労働基準監督署、最寄りの地域ユニオンへ

の相談などで解雇撤回の動きも出ています。

我慢しないでどんどん相談しましょう。 
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個人タクシー組合の職員２人が 

無期限ストで勝利！ 
 

全国一般東京東部労働組合 

 

全国一般東京東部労組個人タクシー協同組

合世田谷第三職員支部は、職員に不当の限り

を尽くしてきた使用者を職場から放逐し、新

たな使用者との交渉で職員の要求を認めさせ

る勝利解決を実現した。 

この争議は、朝貝委員長の今年３月からの

定年再雇用をめぐり使用者が一方的に勤務日

を週３日に減らし半額の賃金でしか雇わない

という条件を押しつけてきたことなどから勃

発した。 

同支部の職員２人は時限ストライキや抗議

行動などを闘い、３月５日からは無期限スト

ライキに突入していた。 

こうした闘いの中で、２人が雇用されてい

る協同組合で役員選挙が５月上旬に行われ、

使用者が立候補を断念せざるをえない事態に

追い込んだ。職員２人は新たに就任した使用

者とただちに交渉し、５月11 日に以下の内容

で合意した。 

１．朝貝支部委員長の定年・再雇用について

週５日勤務・現状の賃金の８割６分相当で雇

用契約を締結する。 

２．朝貝支部委員長への懲戒処分を撤回し、

退職金を10%削減したことは不当であると認め

て速やかに減額分を支給する。 

３．使用者は組合員への言動が不当労働行為

であったと認め、撤回するとともに遺憾の意

を表明する。 

 これらの合意を受けて職員２人は67 日間に

及んだ無期限ストライキを解除し職場復帰し

た。 

支援カンパを寄せてくれたみなさん、抗議

行動に参加してくれたみなさん、本当にあり

がとうございました！ 

（東京全労協ニュース１２１号より転載） 

 

 

 

 

 

《全員奪還！》関西生コン労組 

武委員長、湯川副委員長、保釈 
 

 ５月２９日深夜に武委員長が、６月１日夜

に湯川副委員長が保釈されました。    

｢仲間を返せ！」の多くの声と行動で、保釈を

勝ち取りました。武委員長は６４１日、湯川

副委員長は６４４日、身柄拘束を受けていた

のです。  

  憲法違反の保釈条件を撤廃させ、断固無罪

を勝ち取って、「憲法２８条つぶし、共謀罪の

リハーサル」の目論見を叩き潰しましょう！ 

 

（関西生コン労組つぶしの弾圧を許さない東

海の会 NEWSより転載） 
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ＪＡＬ不当解雇撤回闘争再開 
 2020 年６月 29 日、東京６駅一斉行動として、西武池袋線、練馬駅西口りそな銀行前に

おいて、ＪＡＬ不当解雇撤回を求める行動が行われました。北部共闘はじめ、練馬全労

協、練馬労連、練馬区労協の３団体などが合同で、解雇撤回を道行く人へ訴えました。 

 

 

ろ
う
ど
う 

運 

動 

の 

す 

す 

め 
 

 

 

 「座
る
」
際
に
注
意
す
べ
き
こ
と 

皆
さ
ん
は
、
椅

⼦
に
座
っ
て
テ
レ
ビ
を
⾒
た
り
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
り
す
る
時
、
ど
ん
な
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
何
気
な
く
⾜
を

投
げ
出
し
、
背
も
た
れ
に
寄
り
か
か
っ
た
姿
勢
や
猫
背
に
な
る
こ
と

が
多
い
場
合
は
、
⾝
体
に
負
担
が
か
か
り
腰
痛
な
ど
の
不
調
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
椅

⼦
に
座
っ
た
状
態
に
関
わ
る

注
意
点
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
理
想
的
な
姿
勢
と
は
⼒
学
的
に
安
定
し
て
お
り
、
負

担
の
か
か
り
に
く
い
状
態
を
指
し
ま
す
。
理
想
的
な
姿
勢
を
理
解
す

る
た
め
に
、
ま
ず
は
重
⼼
と
重
⼼
線
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
き
ま
す
。 

⼈
の
重
⼼
と
は

「頭
、
体
幹
部
、
四
肢
の
各
部
分
の
質
量
の
中
⼼

を
求
め
、
合

⼀
し
て
得
ら
れ
た
も
の
」
と
定
義
さ
れ
、
簡
単
に
⾔
う

と

「物
の
中
⼼
と
な
る
点
」
を
指
し
ま
す
。
座
位
で
は
み
ぞ
お
ち
付

近
が
重
⼼
と
な
り
、
そ
の
重
⼼
を
垂
直
に
通
る
の
が
重
⼼
線
で
す
。

横
か
ら
⾒
た
と
き
そ
の
ラ
イ
ン
に
⽿
た
ぶ

・
峰

（肩
部
の
突
起
）

・

⼤
転

⼦
（太
も
も
付
け
根
）
の
中
⼼
を
通
過
す
る
位
置
が
理
想
的
な

姿
勢
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
勢
が
崩
れ
る
と
筋
⾁
や
関
節

へ
の

ス
ト
レ
ス
が
増
え
、
例
え
ば
猫
背
の
場
合
で
は
、
重
⼼
線
か
ら
離
れ

て
い
る
腰
部
の
負
担
が
⼤
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

整
形
外
科
医
ナ
ケ
ム
ソ
ン
の
一
九
七
六
年
の
研
究
で
は
、
姿
勢
に

よ
っ
て
背
⻣

一
つ
一
つ
の
間
に
あ
る
椎
間
板
に
か
か
る
圧
⼒
が
、
か

な
り
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

⽴
っ
て
い
る
時
の
圧
⼒
を

一
〇
〇
と
し
て
、
座
っ
て
い
る
時
は
そ
の

一
四
〇
、
さ
ら
に
座
っ
て
上
半
⾝
を
前
傾
す
る
と

一
八
五
に
増
加
す

る
の
で
、
座
っ
て
前
傾
し
て
荷
物
を
持
つ
場
合
に
は
腰
部

へ
⾮
常
に

⼤
き
な
負
担
が
か
か
り
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
な
ど
の
リ
ス
ク
が
⾼
い
状
態

と
⾔
え
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
の
座
っ
て
い
る
時
間
と
総
死
亡
リ
ス
ク
の
研
究
結
果

で
は
、
１
⽇
に
座
っ
て
い
る
時
間
が
四
時
間
未
満
の
⼈
と
⽐
べ
、
八

〜
十

一
時
間
の
⼈
は
15
％
、
十

一
時
間
以
上
だ
と
40
％
⾼
く
、
⼼

臓
⾎
管
系
の
疾
患
や
が
ん
、
糖
尿
等
を
誘
発
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

⽇
本
は
平
均
７
時
間
と
世
界

一
座
っ
て
い
る
時
間
が
⻑
い

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
た
め
、
よ
り

⼀層
注
意
が
必
要
で
す
。 

座
っ
て
い
る
時
の
姿
勢
に
注
意
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
１
⽇
の
中

で
⾃
⾝
が
ど
れ
ぐ
ら
い
座
っ
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、

⽇
常
の｢

座
る｣

｢

⽴
つ｣｢

動
く｣

を

⼯
夫
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
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2020 年 06 月 30日     練馬ユニオン（練馬全労協・練馬地域ユニオン）  第 136 号(4） 

投稿は 齊藤 明男 さんです。 

 

第１５号 

落  書 
（おとしがき） 

燃えつきるときの明るさとっておく 

木村 木念（『川柳への誘い』１９９７年） 
２０２０年 

７月１日  すなふきん（練馬ユニオン：齊藤明男） 

・ 飼い犬の不始末 主の責を問う 

・ 兆々と民に届かぬお札刷る 

・ 十万円中抜きせずに子に配る 

 

・ 「寄り添う」を禁句にしたか新コロナ 

・ 連帯を炊き出す今朝はカレー丼 

・ 人間の鎖繋げぬ手の疼き 

・ 語り継ぐ 命どぅ宝と慰霊の日 

 

・ つぶやきが大波起こすネットデモ 

・ 生き方を問うて今夜も発泡酒  

・ 尽くさずに挫ける道を拒絶する 

 

【Ｏさんコーナー】 ＊ 職場の元同僚Ｏさんからの投句 

 

・ コロナ禍で 電通援助 密になる 

・ 下落した 支持の上げ底 世論詐欺 

・ 一強に 黄昏迫る ポスト安倍 

・ 口先で 同じフレーズ お詫びなし 

・ コロナ禍で 世間同調 怖さ知る 

［レイバーネット５月句会］ ＊兼題「布」 
 

＊ 弾除けにマスクを縫って送り出す    

→ 気分は戦争？ 千人針を彷彿とさせる世相を皮肉にみて

いる。 

→ 危険と向き合わざるを得ない人に十分な装備も与えない

のは日本の伝統か。 

＊ 宣言で戒厳令の布石打つ 

 → 非常事態宣言にすら慣れてしまう恐ろしさ。 

＊ イクサ越え芭蕉布紡ぐオバーの手 
→ オバーの皺くちゃの手から紡ぎだされる美しい芭蕉布。 

  平和を希求する沖縄の魂を感じる句。     

◇ 二十四時間戦えますかテレワーク 

 → 実際無限残業の世界。20 代の若者（息子の親友）がテレ

ワーク 

中に急逝し、この句がリアルに思えた。 

◇ 土砂浴びるサンゴと耐えて座り込む  

 → 動けないサンゴと動かない座り込みとどちらも辺野古を

守っ 

ています。 

→ 辺野古問題をサンゴの立場から見るという視点は良いと

思う。 

◇ 要請だ補償はしない自腹切れ   
→ 医療や社会保障無視して軍事費に莫大な予算をかける政

府。 

                  ［乱鬼龍の世直し大川柳］より 
 

 

 

・ 東京五輪もはや死に体ゴリンジュウ 

・ 電通もパソナもうまい汁を吸い 

・ 十兆円よってたかって喰うつもり 

・ マイナンバーうまい話にご用心 

・ ツイッター安倍の打倒が煮えたぎり 

・ コロナ時代もう世直しの他はなし 

・ 世直しの大戦略こそ求められ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真は６月 15 日：辺野古工事再開抗議！防衛省前） 

 


